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●
は
じ
め
に

こ
れ
ま
で
、
カ
ン
ボ
ジ
ア
の
タ
イ
国
境
地
域
で

目
立
つ
も
の
と
い
え
ば
カ
ジ
ノ
く
ら
い
し
か
な

か
っ
た
。
し
か
し
一
方
で
、
タ
イ
国
境
地
域
で
は
、

タ
イ
の
整
っ
た
イ
ン
フ
ラ
と
、
カ
ン
ボ
ジ
ア
の
も

つ
低
賃
金
労
働
力
や
（
一
般
特
恵
関
税
の
後
発
途

上
国
特
恵
措
置
に
よ
る
）
先
進
国
市
場
へ
の
無
税

ア
ク
セ
ス
と
を
同
時
に
活
用
し
た
工
業
開
発
も
可

能
で
あ
る
。
ま
た
購
買
力
の
高
い
タ
イ
人
を
顧
客

と
し
た
ビ
ジ
ネ
ス
も
発
展
し
や
す
い
で
あ
ろ
う
。

こ
う
し
た
国
境
地
域
の
経
済
開
発
の
ポ
テ
ン

シ
ャ
ル
は
、
大
メ
コ
ン
経
済
圏
に
お
け
る
経
済
回

廊
の
整
備
や
越
境
交
通
協
定
（
以
下
、Ｃ
Ｂ
Ｔ
Ａ
）

に
基
づ
く
越
境
の
自
由
化
や
円
滑
化
に
よ
っ
て
さ

ら
に
高
ま
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
そ
こ
で
本
稿
は
、

カ
ン
ボ
ジ
ア
側
国
境
地
域
の
経
済
開
発
の
可
能
性

と
い
う
観
点
か
ら
、
タ
イ
と
の
国
境
ゲ
ー
ト
の
う

ち
、南
部
経
済
回
廊
が
通
る
ポ
イ
ペ
ト（
バ
ン
テ
ィ

ア
イ
ミ
ア
ン
チ
ェ
イ
州
）
と
、
南
部
サ
ブ
回
廊
が

通
り
海
に
面
し
た
チ
ャ
ム
ジ
ア
ム（
コ
ッ
コ
ン
州
）

に
焦
点
を
あ
て
る
。
以
下
、
国
境
地
域
の
概
況
、

国
境
を
出
入
り
す
る
人
と
モ
ノ
の
動
き
と
、
Ｃ
Ｂ

Ｔ
Ａ
の
実
施
状
況
に
つ
い
て
述
べ
た
後
、
各
地
域

の
経
済
開
発
の
状
況
を
示
す
。

●
チ
ャ
ム
ジ
ア
ム
―
ハ
ッ
ト
レ
ッ
ク
国

境
ゲ
ー
ト

チ
ャ
ム
ジ
ア
ム
は
コ
ッ
コ
ン
州
の
州
都
か
ら
八

キ
ロ
の
位
置
に
あ
る
。
同
州
を
縦
断
す
る
国
道

四
八
号
線
は
か
つ
て
未
舗
装
で
、
ま
た
途
中
の
川

を
渡
る
橋
も
架
か
っ
て
い
な
か
っ
た
が
、
タ
イ
政

府
の
贈
与
と
ロ
ー
ン
資
金
に
よ
っ
て
二
〇
〇
七
年

末
に
四
八
号
線
の
舗
装
と
四
つ
の
橋
の
建
設
が
完

了
し
、
州
都
か
ら
プ
ノ
ン
ペ
ン
ま
で
の
約
二
八
〇

キ
ロ
は
四
時
間
で
行
け
る
よ
う
に
な
っ
た
。

国
境
か
ら
約
二
〇
〇
メ
ー
ト
ル
の
場
所
に
は
カ

ジ
ノ
・
ホ
テ
ル
が
ひ
と
つ
、
そ
の
並
び
に
は
各
種

動
物
シ
ョ
ー
が
催
さ
れ
る
「
サ
フ
ァ
リ
・
ワ
ー
ル

ド
」
が
あ
る
（
図
１
）。
と
も
に
カ
ン
ボ
ジ
ア
上

院
議
員
の
リ
ー
・
ヨ
ン
・
パ
ッ
ト
氏
が
代
表
を
務

め
る
Ｌ
．
Ｙ
．
Ｐ
．
グ
ル
ー
プ
が
経
営
し
て
い
る
。

ま
た
カ
ジ
ノ
の
向
か
い
に
は
同
グ
ル
ー
プ
が
設
置

し
た
商
店
街
が
あ
り
、
四
〇
軒
ほ
ど
の
店
が
入
居

し
て
い
る
。
し
か
し
そ
の
ほ
か
に
商
業
施
設
は
な

く
、
人
家
も
ま
ば
ら
で
あ
る
。
た
だ
し
、
Ｌ
．
Ｙ
．

Ｐ
．
グ
ル
ー
プ
は
、
国
境
と
州
都
を
結
ぶ
道
路
の

舗
装
と
途
中
に
架
か
る
橋
の
建
設
の
資
金
も
提
供

し
て
お
り
、
こ
の
地
域
の
開
発
の
主
役
で
あ
る
。 

タ
イ
側
の
ハ
ッ
ト
レ
ッ
ク
は
ト
ラ
ー
ト
県
に
位

置
し
、
バ
ン
コ
ク
か
ら
約
四
〇
〇
キ
ロ
、
所
要
時

間
は
六
時
間
程
度
で
あ
る
。
ト
ラ
ー
ト
県
は
海
に

面
し
て
い
る
こ
と
か
ら
漁
業
と
水
産
加
工
業
が
盛

ん
で
あ
る
。ハ
ッ
ト
レ
ッ
ク
も
漁
村
で
、国
境
ゲ
ー

ト
付
近
に
は
商
店
が
並
ぶ
程
度
で
あ
る
。

●
ポ
イ
ペ
ト
―
ア
ラ
ン
ヤ
プ
ラ
テ
ー
ト

国
境
ゲ
ー
ト

ポ
イ
ペ
ト
は
、
プ
ノ
ン
ペ
ン
か
ら
国
道
五
号
線

を
伝
っ
て
四
〇
七
キ
ロ
、
約
六
時
間
の
場
所
に
位

置
す
る
。
五
号
線
沿
い
に
は
小
規
模
な
ホ
テ
ル
や

ゲ
ス
ト
ハ
ウ
ス
、
各
種
店
舗
が
並
び
、
五
号
線
の

北
側
に
は
住
宅
や
商
店
が
密
集
し
て
い
る
（
図

２
）。
タ
イ
人
を
主
な
客
と
し
た
カ
ジ
ノ
が
国
境

に
沿
っ
て
林
立
し
、
そ
の
周
り
に
も
商
店
が
並
ん

で
い
る
。
こ
れ
ら
の
雇
用
機
会
と
各
種
の
ビ
ジ
ネ

ス
・
チ
ャ
ン
ス
が
多
く
の
人
々
を
国
内
各
地
か
ら

引
き
つ
け
て
お
り
、
一
九
九
八
年
に
四
万
人
余
り

だ
っ
た
ポ
イ
ペ
ト
・
コ
ミ
ュ
ー
ン
の
人
口
は
、

二
〇
〇
三
年
に
は
一
〇
万
人
以
上
に
ま
で
増
加
し

て
い
る
。

対
す
る
ア
ラ
ン
ヤ
プ
ラ
テ
ー
ト
は
サ
ゲ
ウ
県
に

矢
倉
研
二
郎

タ
イ・カ
ン
ボ
ジ
ア
国
境
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の
統
計
で
は
、
タ
イ
人
入
国
者
は
約
五
万
人
し
か

い
な
い
か
ら
だ
。
し
た
が
っ
て
、
ポ
イ
ペ
ト
の
カ

ジ
ノ
へ
の
タ
イ
人
訪
問
者
は
年
間
一
二
〇
万
人
近

い
こ
と
に
な
る
。

通
常
、
カ
ン
ボ
ジ
ア
人
の
タ
イ
入
国
に
は
パ
ス

ポ
ー
ト
と
ビ
ザ
が
必
要
で
あ
る
が
、
国
境
の
タ
イ

側
に
あ
る
市
場
ま
で
一
日
に
限
っ
て
入
国
す
る
だ

け
な
ら
ば
、
一
日
通
行
証
を
購
入
す
れ
ば
よ
い
。

前
述
の
リ
ア
カ
ー
で
荷
物
を
運
ぶ
商
人
や
労
働
者

は
こ
れ
を
使
用
し
て
い
る
。 

そ
の
ほ
か
、
チ
ャ
ム
ジ
ア
ム
で
は
ク
ロ
ン
ヤ
イ

郡
に
だ
け
三
日
間
入
れ
る
通
行
証
が
、
ポ
イ
ペ
ト

で
は
サ
ゲ
ウ
県
と
そ
の
西
隣
の
プ
ラ
チ
ン
ブ
リ
県

内
に
限
っ
て
七
日
間
入
国
で
き
る
通
行
証
が
あ
る
。

た
だ
し
前
者
は
コ
ッ
コ
ン
州
民
の
み
、
後
者
は
ポ

イ
ペ
ト
が
属
す
る
オ
ー
チ
ュ
ル
ウ
郡
の
住
民
だ
け

が
取
得
で
き
る
。
同
等
の
通
行
証
は
タ
イ
側
の
住

民
に
も
発
行
さ
れ
て
い
る
。

●
Ｃ
Ｂ
Ｔ
Ａ
の
実
施
状
況

二
〇
〇
八
年
九
月
に
筆
者
が
現
地
を
訪
れ
た
時

点
で
は
、
両
国
境
と
も
Ｃ
Ｂ
Ｔ
Ａ
に
基
づ
く
人
や

モ
ノ
、
車
両
の
越
境
に
関
す
る
制
度
変
更
は
具
体

化
し
て
い
な
か
っ
た
。

車
両
の
越
境
に
つ
い
て
は
、
前
述
の
よ
う
な
貨

物
車
両
や
タ
イ
か
ら
カ
ン
ボ
ジ
ア
の
カ
ジ
ノ
に
向

か
う
車
は
一
定
の
範
囲
内
で
国
境
を
越
え
る
こ
と

が
で
き
る
が
、
そ
れ
以
外
の
車
両
は
基
本
的
に
出

入
国
が
許
さ
れ
て
い
な
い
状
況
で
あ
っ
た
。
し
か

し
、
そ
の
後
、
二
〇
〇
九
年
九
月
に
両
国
間
で
覚

書
が
交
わ
さ
れ
、
相
手
国
の
ト
ラ
ッ
ク
の
入
国
を

よ
れ
ば
、
制
度
上
は
カ
ン
ボ
ジ
ア
の
ト
ラ
ッ
ク
も

タ
イ
側
へ
入
れ
る
と
い
う
が
、
実
際
に
は
そ
の
よ

う
な
ト
ラ
ッ
ク
は
ほ
と
ん
ど
見
ら
れ
な
か
っ
た
。

カ
ン
ボ
ジ
ア
の
ト
ラ
ッ
ク
が
タ
イ
へ
入
れ
な
い

た
め
、両
国
境
地
域
で
は
、荷
物
を
運
ぶ
リ
ア
カ
ー

を
多
数
目
に
す
る
。
カ
ン
ボ
ジ
ア
の
商
人
や
労
働

者
が
、
タ
イ
側
の
市
場
や
商
店
で
海
水
魚
や
青
果

物
、
日
用
品
等
を
仕
入
れ
、
リ
ア
カ
ー
で
カ
ン
ボ

ジ
ア
側
ま
で
運
ん
で
い
る
の
だ
。
そ
れ
ら
の
商
品

は
小
型
ト
ラ
ッ
ク
等
に
積
み
替
え
ら
れ
、
カ
ン
ボ

ジ
ア
の
国
内
各
地
へ
送
ら
れ
て
い
る
。
ポ
イ
ペ
ト

の
リ
ア
カ
ー
は
、
カ
ン
ボ
ジ
ア
側
か
ら
タ
イ
側
の

市
場
（
ロ
ン
ク
ル
ア
市
場
）
へ
も
商
品
（
主
に
淡

水
魚
や
衣
類
）
を
運
ん
で
い
る
。

●
人
の
出
入
り

人
の
出
入
り
も
ポ
イ
ペ
ト
―
ア
ラ
ン
ヤ
プ
ラ

テ
ー
ト
間
が
圧
倒
的
に
多
い
。
タ
イ
出
入
国
管
理

局
の
デ
ー
タ
に
よ
る
と
、
二
〇
〇
七
年
の
タ
イ
人

出
国
者
は
、
ハ
ッ
ト
レ
ッ
ク
で
約
五
万
人
な
の
に

対
し
ア
ラ
ン
ヤ
プ
ラ
テ
ー
ト
で
は
一
二
三
万
人
に

の
ぼ
る
。
ま
た
、
カ
ン
ボ
ジ
ア
人
を
含
む
外
国
人

の
パ
ス
ポ
ー
ト
を
用
い
た
タ
イ
入
国
者
は
ハ
ッ
ト

レ
ッ
ク
で
三
万
人
ほ
ど
な
の
に
対
し
、
ア
ラ
ン
ヤ

プ
ラ
テ
ー
ト
で
は
約
二
五
万
人
で
あ
る
。

た
だ
し
ポ
イ
ペ
ト
で
の
タ
イ
人
入
国
者
の
大
半

は
カ
ジ
ノ
の
み
に
訪
れ
て
い
る
と
推
察
さ
れ
る
。

な
ぜ
な
ら
（
タ
イ
側
か
ら
カ
ン
ボ
ジ
ア
の
カ
ジ
ノ

へ
は
カ
ン
ボ
ジ
ア
側
入
国
ゲ
ー
ト
を
通
ら
ず
に
行

け
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
た
め
に
）
カ
ジ
ノ
の
み

を
訪
れ
た
タ
イ
人
が
含
ま
れ
な
い
カ
ン
ボ
ジ
ア
側

属
す
る
。
バ
ン
コ
ク
ま
で
の
距
離
は
二
五
〇
キ
ロ

程
度
で
、
所
要
時
間
は
三
時
間
半
前
後
で
あ
る
。

国
境
の
す
ぐ
近
く
に
は
ロ
ン
ク
ル
ア
市
場
と
い
う

大
型
市
場
が
あ
る
が
、
そ
れ
以
外
の
商
工
業
施
設

は
存
在
し
な
い
。

●
越
境
貿
易

カ
ン
ボ
ジ
ア
商
務
省
の
統
計
に
よ
れ
ば
、

二
〇
〇
七
年
の
ポ
イ
ペ
ト
を
通
じ
た
タ
イ
へ
の
輸

出
額
は
二
二
六
万
米
ド
ル
、
輸
入
額
は

二
億
五
〇
〇
〇
万
米
ド
ル
、
同
じ
く
チ
ャ
ム
ジ
ア

ム
か
ら
は
輸
出
が
二
六
万
米
ド
ル
、
輸
入
が

五
三
五
〇
万
米
ド
ル
で
、
カ
ン
ボ
ジ
ア
の
大
幅
な

入
超
で
あ
る
。
ポ
イ
ペ
ト
を
通
じ
た
貿
易
が
タ
イ

と
の
貿
易
全
体
に
占
め
る
金
額
シ
ェ
ア
は
、
輸
出

で
一
四
％
、
輸
入
で
四
五
％
で
あ
り
、
貿
易
ゲ
ー

ト
と
し
て
の
ポ
イ
ペ
ト
の
重
要
性
が
わ
か
る
。

タ
イ
か
ら
の
主
な
輸
入
品
は
、
ポ
イ
ペ
ト
で
は

工
業
製
品
（
オ
ー
ト
バ
イ
、
自
動
車
、
セ
メ
ン
ト
、

建
設
資
材
な
ど
）、
チ
ャ
ム
ジ
ア
ム
で
は
食
料
品・

日
用
品
で
あ
る
。
カ
ン
ボ
ジ
ア
か
ら
の
輸
出
品
は
、

ポ
イ
ペ
ト
で
は
水
産
物
、
衣
類
・
布
地
、
チ
ャ
ム

ジ
ア
ム
で
は
木
材
で
あ
る
。

い
ず
れ
の
国
境
で
も
貨
物
の
越
境
は
タ
イ
側
の

ト
ラ
ッ
ク
に
よ
っ
て
行
わ
れ
て
い
る
。
す
な
わ
ち

タ
イ
の
ト
ラ
ッ
ク
が
カ
ン
ボ
ジ
ア
側
に
あ
る
荷
物

積
替
場
ま
で
入
り
、
タ
イ
か
ら
の
荷
物
は
そ
こ
で

カ
ン
ボ
ジ
ア
の
ト
ラ
ッ
ク
へ
と
積
み
替
え
ら
れ
て

カ
ン
ボ
ジ
ア
国
内
各
地
へ
運
ば
れ
る
。
貿
易
の
不

均
衡
ゆ
え
、
荷
物
を
下
ろ
し
た
タ
イ
の
ト
ラ
ッ
ク

の
多
く
は
空
荷
で
帰
っ
て
い
る
。
タ
イ
の
税
関
に
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図２　アランヤプラテート―ポイペト国境ゲート

（出所）筆者作成。
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一
八
五
万
人
に
の
ぼ
る
が
、
一
日
通
行
証
で
は
ロ

ン
ク
ル
ア
市
場
に
し
か
行
く
こ
と
が
で
き
な
い
の

で
、
そ
の
ほ
と
ん
ど
は
同
市
場
で
働
い
て
い
る
と

み
ら
れ
る
（
買
い
物
の
た
め
に
同
市
場
へ
行
く
カ

ン
ボ
ジ
ア
人
は
少
な
い
模
様
で
あ
る
）。し
た
が
っ

て
、
各
自
が
市
場
へ
毎
日
行
く
と
す
れ
ば
、
約

五
〇
〇
〇
人
が
ロ
ン
ク
ル
ア
市
場
へ
通
勤
し
て
い

る
こ
と
に
な
る
。
こ
の
な
か
に
は
ポ
イ
ペ
ト
と
同

市
場
の
間
を
リ
ア
カ
ー
で
往
復
し
て
荷
物
を
運
ぶ

労
働
者
も
含
ま
れ
る
が
、
彼
ら
の
仕
事
も
こ
の
市

場
あ
っ
て
の
も
の
で
あ
る
。

ロ
ン
ク
ル
ア
市
場
は
卸
売
市
場
の
機
能
も
果
た

し
て
い
る
が
、
人
口
の
少
な
い
ア
ラ
ン
ヤ
プ
ラ

テ
ー
ト
で
こ
の
よ
う
な
大
型
市
場
が
成
立
す
る
の

は
カ
ジ
ノ
の
お
か
げ
と
い
え
る
。
カ
ジ
ノ
か
ら
帰

る
客
を
乗
せ
た
大
型
バ
ス
が
次
々
と
市
場
へ
と

入
っ
て
く
る
光
景
か
ら
す
る
と
、
こ
の
市
場
の
客

の
多
く
は
カ
ジ
ノ
帰
り
の
タ
イ
人
と
み
ら
れ
る
か

ら
だ
。
タ
イ
人
カ
ジ
ノ
客
が
市
場
で
買
い
物
を
す

る
こ
と
で
そ
こ
で
働
く
カ
ン
ボ
ジ
ア
人
が
潤
う
、

と
い
う
構
図
が
見
て
取
れ
る
。

●
工
業
開
発：Ｓ
Ｅ
Ｚ
の
設
置

ど
ち
ら
の
国
境
地
域
も
こ
れ
ま
で
目
立
っ
た
工

業
開
発
は
な
か
っ
た
が
、
近
年
、
経
済
特
区
が
設

置
さ
れ
、
工
場
誘
致
が
行
わ
れ
て
い
る
。
カ
ン
ボ

ジ
ア
の
経
済
特
区
（
Ｓ
Ｅ
Ｚ
）
は
、
企
業
が
開
発

す
る
工
業
団
地
に
つ
い
て
、
面
積
や
設
備
等
に
関

す
る
基
準
を
満
た
し
た
も
の
を
政
府
が
Ｓ
Ｅ
Ｚ
と

し
て
承
認
し
た
も
の
を
指
す
。
Ｓ
Ｅ
Ｚ
内
へ
投
資

す
る
企
業
に
独
自
の
メ
リ
ッ
ト
は
、
Ｓ
Ｅ
Ｚ
内
に

以
外
に
カ
ジ
ノ
客
が
訪
れ
る
場
所
も
な
く
、
リ

ゾ
ー
ト
施
設
内
に
し
か
お
金
が
落
ち
て
い
な
い
。

●
ポ
イ
ペ
ト
の「
出
島
」と
し
て
の
ロ
ン

ク
ル
ア
市
場

ロ
ン
ク
ル
ア
市
場
は
巨
大
な
市
場
で
、
約
二
五

ヘ
ク
タ
ー
ル
の
敷
地
に
細
長
い
平
屋
の
建
物
が

一
〇
〇
棟
近
く
あ
り
、
お
そ
ら
く
は
合
計
で

一
〇
〇
〇
以
上
の
店
舗
が
入
居
し
て
い
る
。
タ
イ

側
に
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
入
居
す
る
店
の
経

営
者
や
店
員
の
多
く
が
カ
ン
ボ
ジ
ア
人
で
、
彼
ら

の
多
く
は
毎
日
カ
ン
ボ
ジ
ア
側
か
ら
通
っ
て
い
る

模
様
で
あ
る
。

こ
の
市
場
に
は
日
用
雑
貨
を
扱
う
店
が
多
い
が
、

特
に
目
立
つ
の
は
衣
料
品
店
で
あ
る
。
売
ら
れ
て

い
る
衣
類
に
は
バ
ン
コ
ク
方
面
か
ら
来
る
も
の
と
、

カ
ン
ボ
ジ
ア
側
か
ら
リ
ア
カ
ー
で
運
ば
れ
て
く
る

も
の
と
が
あ
り
、
後
者
に
は
、
第
三
国
か
ら
来
た

中
古
服
や
プ
ノ
ン
ペ
ン
の
縫
製
工
場
か
ら
流
れ
て

き
た
新
品
の
ほ
か
、
ポ
イ
ペ
ト
で
作
ら
れ
た
商
品

（
粗
雑
な
作
り
で
は
あ
る
が
）
も
あ
る
。
ポ
イ
ペ

ト
に
は
零
細
な
縫
製
業
者
が
多
数
存
在
し
、
タ
イ

側
か
ら
仕
入
れ
た
布
地
を
用
い
て
服
を
生
産
し
、

そ
れ
を
ロ
ン
ク
ル
ア
市
場
で
販
売
し
て
い
る
と
い

う
（
参
考
文
献
①
）。

こ
う
し
た
衣
類
を
除
け
ば
、
市
場
で
売
ら
れ
て

い
る
商
品
の
大
半
は
タ
イ
側
か
ら
仕
入
れ
ら
れ
た

も
の
と
み
ら
れ
る
が
、
ロ
ン
ク
ル
ア
市
場
は
カ
ジ

ノ
と
並
ん
で
ポ
イ
ペ
ト
住
民
の
大
き
な
雇
用
の
場

と
な
っ
て
い
る
。
前
述
の
一
日
通
行
証
で
ポ
イ
ペ

ト
か
ら
出
国
し
た
カ
ン
ボ
ジ
ア
人
は
年
間
約

一
日
に
つ
き
四
〇
台
ま
で
、
入
国
範
囲
を
限
定
せ

ず
に
許
可
す
る
こ
と
と
な
っ
た
（
新
華
社
通
信
、

英
文
電
子
版
、
二
〇
〇
九
年
九
月
一
七
日
付
）。

●
カ
ジ
ノ・リ
ゾ
ー
ト

チ
ャ
ム
ジ
ア
ム
、
ポ
イ
ペ
ト
と
も
、
カ
ジ
ノ
が

最
初
に
オ
ー
プ
ン
し
た
の
は
一
九
九
〇
年
代
末
で

あ
る
。
カ
ン
ボ
ジ
ア
人
自
身
は
自
国
の
カ
ジ
ノ
で

プ
レ
イ
す
る
こ
と
は
禁
じ
ら
れ
て
お
り
、
カ
ジ
ノ

の
タ
ー
ゲ
ッ
ト
は
、
自
国
内
で
は
カ
ジ
ノ
が
非
合

法
な
タ
イ
人
で
あ
る
。

ポ
イ
ペ
ト
は
ま
さ
に
カ
ジ
ノ
に
よ
っ
て「
繁
栄
」

し
て
お
り
、
前
述
し
た
人
口
の
急
増
が
そ
れ
を
物

語
っ
て
い
る
。
二
〇
〇
八
年
九
月
現
在
、
ポ
イ
ペ

ト
に
は
カ
ン
ボ
ジ
ア
国
内
で
最
も
多
い
八
ヵ
所
の

カ
ジ
ノ
が
営
業
し
、
前
述
の
よ
う
に
年
間

一
二
〇
万
人
も
の
タ
イ
人
が
訪
れ
て
い
る
。
そ
し

て
お
そ
ら
く
一
万
人
以
上
が
カ
ジ
ノ
で
働
い
て
い

る
と
推
察
さ
れ
る
。
さ
ら
に
、
後
述
す
る
よ
う
に
、

カ
ジ
ノ
客
が
タ
イ
側
の
ロ
ン
ク
ル
ア
市
場
で
お
金

を
使
う
こ
と
に
よ
る
効
果
も
存
在
す
る
。

一
方
、
カ
ジ
ノ
が
ひ
と
つ
し
か
な
い
チ
ャ
ム
ジ

ア
ム
で
は
、
カ
ジ
ノ
の
経
済
効
果
は
小
さ
い
と
い

え
る
。
閑
散
と
し
た
風
景
や
、
チ
ャ
ム
ジ
ア
ム
の

属
す
る
コ
ミ
ュ
ー
ン
の
人
口
が
過
去
一
〇
年
間
で

さ
ほ
ど
増
え
て
い
な
い
こ
と
が
そ
れ
を
物
語
る
。

カ
ジ
ノ
と
サ
フ
ァ
リ
パ
ー
ク
で
約
一
〇
〇
〇
人
が

働
い
て
い
る
も
の
の
、
カ
ジ
ノ
客
は
（
タ
イ
人
の

出
入
国
者
数
に
お
け
る
タ
イ
側
統
計
と
カ
ン
ボ
ジ

ア
側
統
計
の
差
か
ら
）
年
間
約
五
万
人
程
度
と
推

測
さ
れ
る
。
ま
た
、
隣
接
す
る
サ
フ
ァ
リ
パ
ー
ク
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は
、
先
に
紹
介
し
た
通
り
、
タ
イ
と
接
す
る
こ
と

の
利
点
を
活
か
す
こ
と
で
成
り
立
っ
て
き
て
お
り
、

ま
た
そ
れ
を
活
か
す
方
向
で
の
開
発
が
進
め
ら
れ

て
い
る
。
経
済
の
主
役
で
あ
る
カ
ジ
ノ
と
（
ポ
イ

ペ
ト
の
出
島
と
し
て
の
）
ロ
ン
ク
ル
ア
市
場
は
タ

イ
人
の
購
買
力
あ
っ
て
の
も
の
で
あ
り
、
現
在
進

め
ら
れ
つ
つ
あ
る
工
業
開
発
は
タ
イ
の
イ
ン
フ
ラ

と
原
材
料
供
給
能
力
を
活
か
そ
う
と
す
る
も
の
で

あ
る
。

し
か
し
、
経
済
回
廊
の
整
備
や
Ｃ
Ｂ
Ｔ
Ａ
に

よ
っ
て
越
境
の
自
由
化
・
円
滑
化
が
進
む
こ
と
で
、

（
国
境
か
ら
遠
い
）
カ
ン
ボ
ジ
ア
国
内
と
タ
イ
と

の
ア
ク
セ
ス
が
改
善
さ
れ
た
な
ら
ば
、
国
境
地
域

の
利
点
は
相
対
的
に
小
さ
く
な
ら
ざ
る
を
得
ず
、

こ
れ
ら
の
国
境
地
域
は
単
な
る
通
過
地
点
と
化
す

可
能
性
が
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
そ
う
な
る
前
に

産
業
が
十
分
に
集
積
す
る
か
否
か
が
、
こ
れ
ら
国

境
地
域
の
経
済
の
将
来
を
大
き
く
左
右
す
る
こ
と

に
な
る
だ
ろ
う
。
現
在
進
め
ら
れ
て
い
る
Ｓ
Ｅ
Ｚ

で
の
工
業
開
発
が
ど
の
程
度
の
速
さ
と
規
模
で
前

進
す
る
か
が
、
ひ
と
つ
の
試
金
石
に
な
る
。

（
や
ぐ
ら　

け
ん
じ
ろ
う
／
阪
南
大
学
経
済

学
部
准
教
授
）
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タ
イ
側
の
貨
物
車
両
は
国
境
で
貨
物
を
積
み
替
え

る
こ
と
な
く
こ
れ
ら
の
Ｓ
Ｅ
Ｚ
ま
で
直
接
行
く
こ

と
が
で
き
る
。
ま
た
タ
イ
か
ら
は
、
原
材
料
だ
け

で
な
く
安
価
で
安
定
的
な
電
力
も
調
達
で
き
る

（
ち
な
み
に
カ
ン
ボ
ジ
ア
で
は
電
気
料
金
が
高
い

こ
と
が
問
題
と
な
っ
て
い
る
）。
ま
た
、
製
品
を

タ
イ
の
港
か
ら
第
三
国
へ
輸
出
す
る
こ
と
も
で
き

る
。
例
え
ば
ポ
イ
ペ
ト
は
、
タ
イ
の
主
要
輸
出
港

で
あ
る
レ
ム
チ
ャ
バ
ン
港
ま
で
二
五
〇
キ
ロ
で
、

車
で
四
時
間
も
か
か
ら
な
い
。
同
港
に
は
大
型
コ

ン
テ
ナ
船
が
発
着
で
き
、
カ
ン
ボ
ジ
ア
の
シ
ア

ヌ
ー
ク
ビ
ル
港
発
の
船
の
よ
う
に
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル

等
で
大
型
船
に
積
み
替
え
る
こ
と
な
く
、
商
品
を

先
進
国
市
場
へ
直
接
、運
ぶ
こ
と
が
で
き
る
。チ
ャ

ム
ジ
ア
ム
の
場
合
、
レ
ム
チ
ャ
バ
ン
港
へ
通
ず
る

ト
ラ
ー
ト
県
内
の
道
路
が
狭
く
、
拡
幅
が
求
め
ら

れ
る
が
、
タ
イ
政
府
は
す
で
に
そ
れ
を
計
画
中
で

あ
る
。
ポ
イ
ペ
ト
の
オ
ー
ニ
ア
ン
Ｓ
Ｅ
Ｚ
も
、
国

境
ゲ
ー
ト
ま
で
の
道
は
未
舗
装
で
、
ま
た
混
雑
す

る
街
中
は
大
型
車
の
行
き
来
に
は
不
都
合
で
あ
る
。

そ
こ
で
、
そ
れ
ら
を
避
け
て
ポ
イ
ペ
ト
の
北
東
に

あ
る
オ
ー
ニ
ア
ン
国
境
ゲ
ー
ト
か
ら
タ
イ
へ
抜
け

る
ル
ー
ト
が
計
画
さ
れ
て
お
り
、
Ｃ
Ｃ
Ｉ
社
の
資

金
で
道
路
整
備
が
進
め
ら
れ
て
い
る
。

●
お
わ
り
に

最
後
に
、
こ
れ
ら
国
境
地
域
の
経
済
開
発
の
ポ

テ
ン
シ
ャ
ル
は
、
経
済
回
廊
の
整
備
や
Ｃ
Ｂ
Ｔ
Ａ

実
施
に
よ
っ
て
高
ま
る
の
か
、
と
い
う
問
題
に
つ

い
て
論
じ
た
い
。

本
稿
で
と
り
あ
げ
た
二
つ
の
国
境
地
域
の
経
済

設
置
さ
れ
た
政
府
関
係
事
務
所
で
事
業
上
の
手
続

き
（
税
関
検
査
、
原
産
地
証
明
、
会
社
の
登
録
な

ど
）
を
行
う
こ
と
が
で
き
る
点
に
あ
る
。

チ
ャ
ム
ジ
ア
ム
で
は
、
カ
ジ
ノ
を
経
営
す
る
Ｌ
．

Ｙ
．
Ｐ
．
グ
ル
ー
プ
が
、
国
境
か
ら
約
二・
五
キ

ロ
の
地
点
に
「
コ
ッ
コ
ン
Ｓ
Ｅ
Ｚ
」
を
設
置
し
た
。

韓
国
・
現
代
自
動
車
の
組
立
工
場
の
建
設
が
予
定

さ
れ
て
お
り
、
新
華
社
通
信
（
英
文
電
子
版
、

二
〇
〇
九
年
二
月
二
七
日
付
）
に
よ
れ
ば
、

二
〇
一
〇
年
半
ば
の
稼
動
開
始
を
目
標
と
し
、
将

来
的
に
は
三
〇
〇
〇
人
を
雇
用
す
る
と
い
う
。
ま

た
、
シ
ョ
ー
ル
ー
ム
を
プ
ノ
ン
ペ
ン
に
設
け
る
と

報
じ
ら
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
カ
ン
ボ
ジ
ア
国
内

向
け
の
自
動
車
を
生
産
す
る
模
様
で
あ
る
。
同
記

事
で
は
部
品
を
ど
こ
か
ら
運
び
込
む
か
に
つ
い
て

は
触
れ
ら
れ
て
い
な
い
が
、
こ
の
近
辺
に
は
貨
物

用
の
港
が
な
い
こ
と
か
ら
、
タ
イ
か
ら
陸
路
で
輸

送
す
る
も
の
と
推
察
さ
れ
る
。

ポ
イ
ペ
ト
で
も
、
街
の
中
心
部
か
ら
北
東
へ
直

線
距
離
で
約
一
〇
キ
ロ
の
場
所
に
「
ポ
イ
ペ
ト
・

オ
ー
ニ
ア
ン
Ｓ
Ｅ
Ｚ
」
が
建
設
さ
れ
て
い
る
。
そ

の
デ
ベ
ロ
ッ
パ
ー
は
、
華
人
系
カ
ン
ボ
ジ
ア
人
が

創
業
し
た
チ
ャ
イ
チ
ャ
イ
・
イ
ン
ベ
ス
ト
メ
ン
ト

社
（
以
下
、
Ｃ
Ｃ
Ｉ
社
）
で
あ
る
。
二
〇
〇
八
年

九
月
時
点
で
、
同
Ｓ
Ｅ
Ｚ
は
宝
飾
品
を
入
れ
る
箱

を
生
産
す
る
タ
イ
の
企
業
二
社
と
入
居
契
約
を
結

ん
で
い
た
。
両
社
と
も
原
材
料
は
タ
イ
側
か
ら
仕

入
れ
、
出
来
上
が
っ
た
製
品
も
タ
イ
あ
る
い
は
第

三
国
へ
輸
出
す
る
計
画
で
あ
る
。

こ
れ
ら
国
境
地
域
の
工
場
用
地
と
し
て
の
利
点

は
、
タ
イ
へ
の
近
さ
で
あ
る
。
国
境
に
近
い
た
め
、




